
磯根資源説 査 喝

担当者技師高橋邦夫

H 青山禎夫

I 調査目的
尻屋沿岸におけ7.-，エゾアワビの資総量および生態釦査を実施して浦正な漁場管態の指針とす

る。

B 調査内容

(1) 調査場所

下北郡東通村尻患

(2)調 査 期間

昭和 42年 4月~牢 43年 5月

ー (3) 調査項目および方法

調査項目

.・ 潮間帯の資源墨調査

・低漸線下の生息状況調査

・標識放流調査

・アワビの生長調査

(4)調査方法

潮間帯については 4X4mの枠取りを，低潮線下については潜水により生息状況を観察し

た。

様識にはスデシレス製標識を用いて1.980個の放流をおこなった。

E 調査結果

(1) 潮間帯の資源量調査

第 1表 アワピの枠取り採取結果
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第 2表 質説法務査結果 (TLda:tJtY~) 

調 査 月 日 1967.6.7-1 0 1964.6.10-13， 1965.7.1-4 

設 定 枠 数 34 43. 44 

1. 仲内の採取個数 2-184 2-350: 0-23'2 

1.枠内の平均採取数 56 71 47 

採 取 ア ワ ピ 総数 1. 9 1 2 5日38 2.458 

干出地帯の推定資源畳 約 20万僧
約 50万個 約 40万個(約 40万個)

枠取りによる結果同第 1表に示すとおり計 1.91 2偲のアワピを採取したカもこの結果から

全沿岸の資藤慶調査を推定すると最大干潮で約 4日万個となる(第 2表)

また，このアワビの殻長組成をみると第 1図のとおり殻長 3.5-5.0仰の偶体が全体の 68.3%

を占めている。
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(2) 低潮線下の生息状況 第 5表

水深 1日m以深ではや

h大型のアワビが生息す i水

る傾向にあるが，潮間帯

のそれと大差はなし、

(3) 標識放疏

ヌテシレス標識を用い

て1.98日個放流したカも

この結果は明年度以降

(再捕後〉明らかになる

と思われる。-

(4) アワビの生長

マツフ)1;:炉を用いて年

令別の生長を測定・し第 2

図の結果を得た。

とれによると生長は奥民

(北海道)に類似してお

り， 8年で平均 8.49cm 

に生長することになる。
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成(中間経過)組級年

第 2図考察

潮閉幕のアワビは数年来ほぽ安定した

資源量を保っていると思われる@

今後は低糊線下を主体に調査する予定で

ある。
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